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【当初の目標】
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①発達障がい児向けPGの開発

②ボランティア育成

③より精度の高い効果測定



【実施体制】
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自然体験プログラ
ム開発＆効果測定
（ホールアース）

【専門家】
しずふく発達教室／
夏目徹也氏

【研究機関】
静岡福祉大学／
齋藤剛氏

【専門NPO】
NPO法人発達障害児
応援団ＮＰＯばく／
齋藤朝子氏

参加者
（発達障害児度＆その保護者）

【運営サポート】

ドコモ市民活動
団体助成事業

学生＆社会人
ボランティア



①発達障がい児向けPG開発について
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10月「カヌー体験」

11月「火山洞窟探険」



②ボランティア育成について
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【オンライン講習会】

◆９月に開催、社会人・学生合わせて10名の参加。

◆内容：発達障がい児の基礎講義＆リスクマネジメント実習

【OJT】

◆10月・11月にそれぞれ2名ずつの参加

◆３月5日は、合計4名の参加予定



③効果測定【参加者】
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③効果測定【対象群】
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【得られた成果】
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①自然体験プログラムの開発

→コロナ禍でも日程を調節しながら参加者を確保できた。

→分散型プログラムを実現することができた。

②ボランティア育成

→オンライン講習会（参加者は10名）の実施

→OJT（10＆11月各2名、3月5日計4名参加予定）進捗

③より精度の高い効果測定

→対象群と比較したデータの分析ができた。

→プログラム後の個別変化（トイレ＆人見知り克服の声）



【残された課題とその原因】
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【課題１】活動支援団体＆組
織（スポンサー等）の獲得

【原因】コロナ禍でのプログラム実
施及び集客が優先で未着手

【解決策】昨期作成した関連団体リ
ストを元に個別アプローチ開始

【課題２】宿泊型プログラム
（キャンプ）の試行

【原因】宿泊未経験の参加者が想
定され、不確定要素が多く未着手

【解決策】参加者への事前アン
ケートやサポート体制の構築



【今後の対策】
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• リピーターで定員を確
保できるようになってき
たが、新規参加者が増
えない現状

•事業性が担保できない

課題

•周知不足
•参加費の設定
•周囲への迷惑を懸念す
る保護者の心理的不
安 ・・・・・等

原因
• これまでの実績をもと
にプログラム内容やそ
の効果、サポート体制
をPR

•参加者からの発信

今後の対策


